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 [授業の概要・目的]
１．心理臨床面接をおこなううえで必要な考え方、具体的な知識、姿勢などについて、これまでの
各自の実践と関連させて実習をおこなう。また、それをもとに臨床実践指導のあり方について考察
する。
２．臨床心理学の初学者に実習的な事項を実践指導する上での必要な考え方、具体的な知識や姿勢
について学ぶ。
３．実践事例を研究としてまとめていく際の問題点なども検討し、指導者としての総合力を向上さ
せていく

 [到達目標]
　上記１から３の目的に沿って、参加者自身の指導体験を振り返り、自身の研究論文作成にも反映
できるように考察を進める。

 [授業計画と内容]
この授業の参加者は、実際にクライエントを担当して心理療法をおこなう。また、担当事例につい
てカンファレンス等で報告し検討した体験をもとに、グループでの議論等を通して、臨床実践指導
の方法について検討をおこなう。学部学生をはじめとする臨床心理学の初学者に、心理療法・心理
査定などの実習的な事項について実際に指導をおこない、そこでの体験をもとに、やはりグループ
で臨床実践指導のあり方について考察する。
　第1回は、オリエンテーション
　第2回～15回は、参加者の発表に基づき討議を行う

 [履修要件]
本授業は、心理臨床学／臨床実践指導学／臨床心理実践学のすべての授業と密接に関連するので、
それらの授業を受講することが望ましい。

 [成績評価の方法・観点及び達成度]
　【評価方法】上記の目的１から３までを鑑みて、実習へのコミットメントおよびレポートを評価
する。
　【評価の観点】本演習は、学年進行に従っても指導力の発展性が期待できるため、一様の観点で
はなく、年間通して独自の観点から、総合的に評価を行う

臨床実践指導学実習(2)へ続く↓↓↓



臨床実践指導学実習(2)

 [教科書]
授業中に指示する

 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学習（予習・復習）等]
　常日頃の臨床実践活動における振り返りと今後の発展について、検討を重ねていくこと

（その他（オフィスアワー等））
『便覧』オフィスアワーの欄を参照。

※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。


